
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

講座 日 程 時 間 内 容 場 所 

１ ５月 29日 
（月） 

13時 00分 
～13時 20分 

開講式 
煉瓦館 
講義室 A 

14時 10分 
～16時 00分 

『大森神社の秘宝・御興』 大森神社 

２ 6月 3日 
（土） 

9時 30分 
～12時 00分 

そば打ち体験 
煉瓦館 
講義室 A 

３ 6月 6日 
（火） 

8時 30分 
～17時 00分 

亀の瀬地すべり見学と 
郡山城址・民俗村を巡る 

柏原市 
大和郡山市 

４ 6月 9日 
（金） 

13時 30分 
～16時 00分 

救急救命講座 
『夏を乗り切ろう！』 

煉瓦館 
コットンホール 

５ 6月 12日 
（月） 

9時 30分 
～11時 00分 

セミナー 
『じねんじょマンの野望』 煉瓦館 

コットンホール 11時 00分 
～12時 00分 

閉講式 

（お い 出 ～） 

おいえ～くまとり 
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“亀の瀬”ってどんなとこ？ 

 
「住んで良い町」「訪ねて良い町」熊取町にきょうみのある方、 
もっと知りたい方、私たちと一緒に魅力の再発見をしてみませんか？ 
観光ガイドやイベント企画・運営、情報発信に興味のある方、大歓迎！ 
 

「亀の瀬」は奈良盆地を背に、右手に生駒山地、 
左手に金剛山地、奈良県から大阪府へと流れる 
大和川付近に位置しています。 
 名前の由来は、この大和川に浮かぶ亀の形に 
似た「亀岩」から。 
この「亀岩」を見るだけでもワクワクしませんか。 
 
この辺りは、奈良盆地の水を一手に集める渓谷地帯。 
溶岩を含んだ僧と粘土層が重なった地層が原因で、古代より地すべりを繰り返
してきたとされる。 

 
万葉集には「畏（かしこ）の坂」として恐れられていた地域です。 

昭和 6年から 7年にかけて大規模な地すべりが発生し、甲子園 8個分以上にあ
たる 32ヘクタールの土地が大和川に向かって約 30メートルも移動、川幅は狭
まり、上流域は浸水被害を受けました。 
  
河川事務所内には、地すべり対策として地下深くまで打ち込んだ杭が展示し

ています。地すべりと排水溝、土木遺産のトンネルを現地ボランティアガイド
による案内があります。 
 
 その痕跡が残っている「亀の瀬トンネル（旧大阪鉄道亀の瀬隧道）」。 
土砂が流れ込みトンネルは崩壊したと思っていたのですが、 
平成 20年地すべり対策工事中に偶然にも発見された 
「幻のトンネル」です。 
総レンガ造り、高さ約 4.8メートルのアーチ状で天井 
にはすすの跡が残り、かって蒸気機関車が走っていた証 
があるトンネル。 

 今年 1月、トンネル内をプロジェクトマッピングを 
用いた、幻想的な立体映像を TVが紹介していました。 

０７２－４５１－２５７２
０７２－４５１－２５７１



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

atelier cafe pizzicato（アトリエカフェ ピッチカート） 

『老いも若きも孤立させない！』という思いから 
生まれ育った地域の方々の憩いの場所づくりをと 
夢を膨らませて実現に向けて動かれている 
とても魅力的なオーナーさんです。 
 

熊取歴史公園から駅の方向へ細い路地を入ったところにある隠れ家風のカフェです。 
ご両親が営んでいた店舗兼作業所を出来る限りご自身でリメイクして、アットホーム
な空間を作られています。 

『もっと SNSを駆使してお店の宣伝や 
湧き上がる想いを発信すべきとも思うけれど 
文字や文章にすると何か違ってくるようで‥』 
という言葉が、この空間で過ごしてみると 
何となくわかるような気がしました。 
お問合せ 070-2298-6254  
 

NPO法人長池オアシスホームページ 

 
お問い合わせ 
熊取町道路公園課 
みどり公園グループ 
072－452-6404 


